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0.は じめ に
「窓 が 開 け られ て い る。」 の よ う に、 「他動 詞 の受 身+テ イ ル」(以 下 、 「他 レテ イル 」)の
形 式 で 結 果 の 継 続Uを 表 す こ とが あ る 。 結 果 の 継 続 を表 す形 式 と して は 、 「自動 詞+テ イ
ル」(以 下 、 「自 テ イ ル.D、 「他動 詞+テ ア ル」(以 下 、 「他 テ ア ル 」)が 日本 語 の初 級 教 科 書
にお け る学 習事 項 とな っ てい るが 、 「他 レテ イ ル」 を取 り上 げ て い る もの は少 な い 。
中 国 語 を母 語 とす る 日本語 学 習 者 に とっ て 、動 詞 の テ イ ル形 の 用 法 の 中 で 、 「結 婚 して
い る 。」 の よ うな 、結 果 の継 続 の 用 法 の 習 得 が 特 に困 難 で あ る と い う21。 「他 レテ イ ル」 は
受 身 の形 式 と テ イル 形 が 組 み 合 わ さ っ て い る た め、 習 得 は さ ら に 困 難 で あ る と考 え られ
る。
また 、 テ イ ル形 や受 身 文 に 関 す る 日中対 照 研 究 は 少 な くな い が 、 「他 レテ イ ル」 に 関 す
る もの は 多 くない 。
本 稿 で は 、 「他 レテ イル」 「自 テ イ ル」 「他 テ ア ル」 の 相 違 を明 らか に した上 で 、 「他 レテ
イ ル」 に対 応 す る 中 国 語 の表 現 に つ い て研 究 す る。 そ の結 果 を 踏 ま え、 中 国 語 母 語 話 者 を
対 象 に 「他 レテ イ ル」 の 使 用状 況 に 関 す る 調 査 を 実 施 し、学 習 上 の 問 題 点 につ い て 考 察 す
るD
1.結 果の継続を表す 「他動詞の受身十テイル」
1-1.「 自動詞 十 テ イル 」 「他 動 詞 十 テア ル 」 「他 動 詞 の 受 身 十 テ イル 」 の 相違
結 果 の 継 続 を表 す 「自 テ イ ル 」 「他 テ ア ル.1「 他 レテ イ ル」 の 相 違5'に つ い て は 、 寺 村
(1984;148)カ{詳 しい 。
そ の限 前 の状 態 が 、何 らか の 外 部 か らの 力 、 作 用 に よ っ て もた ら され た もので あ る
と捉 えた場 合 は 、 一 ラ レテ イル か 一 テ ア ル に な る。 そ うで な い場 合 、 つ ま り 自然 に そ
の よ う にあ る と捉 え られ た 場 合 は 、 自動 詞 の ～テ イ ル に な る。 次 に、 は じめ の場 合 の
一
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うち 、 そ の 「外 部 か らの 力 、作 用 」 が 、 人が 意 図 を も っ て した作 為 で あ る と捉 え られ
た場 合 は ～ テ ア ル に、 そ うで な い場 合(つ ま り自然 の 力 か 、 人 の動 作 で も非 意 図 的 な
動 作 に よ る場 合 〉、 ～ ラ レテ イ ル に な る。
こ こで 、 「外 部 か らの力 、 作 用 に よ って もた ら され た結 果 」 とい う点 で共 通 す る、 「他 レ
テ イ ル」 と 「他 テ ア ル 」 の相 違 に つ い て さら に検 討 す る 。 野 村(1969)は 、(1)(2)の 例
を挙 げ て、 「他 テ ア ル」 には2つ の 用 法 が あ り、1つ は(1)の 「他 レテ イ ル」 に 、 も う1
つ は(2〉 の 「他 動 詞+テ オ ク」(以 下 「他 テ オ ク」)、あ るい は 「他動 詞+テ オ イ タ」 に 置
き換 え て も意 味 に大 差 が な い もの で あ る とい う。
(1)そ の 書 物 の 上 には 、 色 鉛 筆 の 赤 い線 が 、何 本 も行 の一ドに引 い て あ った41。
(野†寸1969:68〔})
(2)小 屋 の 事 は 一 切Kさ ん に任 せ て あ る。(野 村19691680)
寺 村(19雛)も 、 「他 テア ル」 に は2つ の用 法 が あ る こ と を以 下 の 例 を挙 げ て指 摘 して
い る。
(3)壁 に絵 が か け て あ る 。(寺 村1984:147)
(4〉 先 方 に は も う その こ と を話 して あ り ます。(寺 村1981ほ47〉
(3)は 「か け ら れ て いる 」 と置 き換 え られ る が 、(4)は 置 き換 え る こ と はで きな い 。寺
村(1984)は 、(3〉 を 「眼 前 の状 態 を 客 観 的 に 描 く」 用 法 、(4)を 「処 置 が 自 分 自 身 の
行 為 、 ま た は 自分 の 差 配 に よ る誰 か の 行 為 で あ り、主 と して あ る こ とに対 す る準 備 とい う
意 図 で な され る もの」 を示 す 用 法 で あ る と して い る 。 「意 図 性 」 が あ る場 合 は 「他 テ ア ル」
が 用 い られ 、 「他 レテ イ ル」 を用 い る こ と は で きな い とい うの で あ る 。
一 方
、 「意 図性 」 の ない 行 為 に つ い て は 、 「他 レ テ イ ル」 の み が 用 い られ 、 「他 テ ア ル」
は用 い ら れ な い こ とを 、工 藤(1991)も 以 下 の 例 を挙 げ て 指摘 して い る・
(5/道 路 に面 した操 作 場 の境 界 の 棒 杭 に 有 刺鉄 線 が張 っ て あ るが 、そ の1カ 所 だ け鉄
線 が 切 られ て いる 。 だが 、 これ は前 か ら子 供 な どが 出 入 り して い て、 い つ か 切 断
され た もの で 、い わば 、 い たず ら もの の 侵 入 口 に な っ て い た。(工 藤1991:32)
(6)川 筋 が変 わ って行 く手 が 置拠 の で あ る 。(工 藤1991132〉
(5)は 文 脈 か ら子 供 に よ って 切 ら れた ら しい こ とが推 測 され るが 、 そ れ は切 ろ う とい う
意 図 が あ っ た わ け で は な い。 そ れ で、 「切 っ て あ る 」 とす る と、不 自然 に な る。(6〉 は 、
自然 の力 に よ る結 果 で あ り、 当然 「意 図 性 」 はな い の で 、 「他 テ ア ル」 は使 え な い.
こ の よ う に、 「他 レテ イ ル」 と 「他 テ ア ル」 は 「意 図 性 」 の 有 無 に よっ て 使 い 分 け られ
て い る 。 な お 、 「他 レテ イ ル」 「自 テ イ ル」 「他 テ ア ル」 の 相 違 につ い て、 寺 村(1984)は
さ ら に(7)(8)の 例 を挙 げ 、主 語 が 人 か 物 か に よ っ て使 用 で きる 表現 に 相 違 が 生 じる こ
と を指 摘 して い る 。
(7)宝 くじの売場 にた くさん の 人が 腫 んで い る/*並 べ て あ る■*並 べ られ てい る 報 。
(寺村19841149)
(8〉 店先 に きれ い な干 しい か が1並 んで い る/並 べ て あ る/並 べ られ て い 樹 。
(寺村19841149)
寺 村(1984)は 、物 が主 語 で あ る(8)は い ず れ の 場 合 も成 立 す るが 、 人 が 主 語 で あ る
(7)は 、 他 者 か らの 命 令 を受 け て の 行動 の よ うな特 殊 な状 況 を除 け ば 、 「並 ん で い る」 以
外 は成 立 しに くい と述 べ て い る%主 語 が 人 の場 合 に は 、 自主 的 な 行 為 と考 え る の が普 通
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で あ り、 他 者 の 意 図 に よ って 強 制 的 に そ うな っ て い る、 あ るい は外 的 な要 因 に よ って そ う
な って い る、 と解 す るの は不 自然 だ か らで あ る 、 とい うの で あ る。
ま た、 金 水 ほ か(2〔)00)は 、 「視 点 者 に とっ て 否 定 的 な 意 味 か ど う か」 に よっ て 「他 レ
テ イ ル」 「自 テ イ ル」 「他 テア ル」 が 使 い 分 け られ る こ と を、(9)の 例 を挙 げ て指 摘 して い
る。
(9)あ 、 健 が1壊 れ てい る。/*壊 して あ る。/壊 さ れ てい る。1(金 水 ほか200Q:45)
「視 点 者」 とは主 と して 「話 し手 」 で あ り、 「否 定 的 な意 味 」 とは 、視 点 者 自 身 に と っ て
不 利 益 で あ っ た り、 不 快 を感 じた})す る 意 味 、 あ るい は、 他 者 の被 害 に 同情 を感 じ、 遺 憾
で あ る と思 う とい う意 昧 であ る。
金水 ほか(2000)は 、(9)の 場 合 は 、 意 図 性 を示 す 表 現 で あ る 「他 テ ア ル.1は 使 用 で き
な い とい う。 鍵 を忘 れ た ので 、 部 屋 に入 るた め に、 や む を得 ず 壊 す な ど、特 殊 な状 況 を 除
い て 、 わ ざ わ ざ意 図 的 に 否定 的 な こ と をす る こ と は通 常 考 え ら れ な い か らで あ る71。
以上 、 「他 レテ イ ル 」 「自テ イ ル」 「他 テ ア ル 」 の 相 違 につ い て 、 寺 村(1984)説 に、 金
水 ほか(200D〉 の い う 「視点 者 に と って 否定 的 な意 味 か 否 か 」 を加 え て ま とめ る と、 【表1】
の よ うに な る。
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「他 レテ イル 」 の 用 法 を、 寺 村(1984)の い う 「他 テ ア ル」 と置 き換 え て もほ ぽ意 味 が
同 じで あ る 「眼 前 の状 熊 の客 観 的 描 写 」、 意 図 性 の な い 「入 の 非 意 図 的 結 果 及 び外 的作 用
に よ る結 果 押 、金 水 ほ か(2000)の い う 「視 点 者 に と って 否 定 的 な 意 味 」 の3つ に分 類 す
る 臼1。こ の3用 法 に つ い て 、第2、 第3章 で 中 国 語 との 対 応 関 係 を検 討 す る。
1-2.「 他 動 詞 の 受 身十 テ イル 」 に よ る客 観 的 な描 写
「他 レテ イ ル」 と中 国語 との 対 応 関 係 を見 る前 に、 「他 レテ イ ル」 に よ って 表 され る 「客
観 性 」 につ い て 考 察 す る。
田 中(1963)は 、 「他 レテ イ ル」 を含 む 受 身 表 現 は 、 説 明 文 の 客 観 的 な態 度 を特 色 づ け
る、 もっ と も重 要 な 表 現 で あ る と指 摘 して い る 。 説 明 文 に 使 わ れ て い る 受 身 表 現 に つ い
て、 「他 テ ア ル」 を用 い た り、 能 動 文 にす る な ど して 、受 身 以 外 の 表 現 を 用 い る と、 原 文
のニ ュ ア ンス が か わ っ て 、主 観 的 な 断 定 が 、正 面 に押 し出 され て くる とい う。
ま た、 森 田(1977〉 は 、(10〉 の例 を挙 げ 、 「他 レテ イ ル」 の 形 式 を とる こ と に よ り碗 曲
的 な断 定 と して 客 観 性 ・昔 遍 性 をお び る た め 、 普 逼 性 ・一 般 性 を要 求 され る公 的 文 章(新
聞記 事 ・論 説 文)や 、 日常 的 な事 実 、普 逼 的 な事 実 の 描 写 に は 、 「他 レテ イ ル」 を用 い る
のが 一 般 的 と な っ てい る 、 と述 べ て い る 。
(10)序 文 に そ う述 べ られ て い る。(森 田1977:90)









2一1.中 国 語 の 存 在 文
「存 在 文 」(存在 句)L・)につ い て、 対 ほか(1983)は 以 下 の よ うに述 べ てい る。
中国 語 で は 、あ る場 所 にあ る 人 ・事 物 が 存 在 して い る こ とを述 べ よ う とす る時(例
え ば あ る場 所 の 状 況 とか 部 屋 の 調 度 とか を描 写 す る場 合)に は 、一 般 に次 の よ うな 文
型 を用 い る。
場 所 語 句+動 詞+名 詞(存 在 す る事 物)
(11)皇 」…上 放 着 一 本韮 ・(机 の上 に本 が 一 冊 置 い て あ る。)〔刈 ほ か19831456)
つ ま り中国 語 の 習慣 で は 、 この 種 の 意 味 を表 す際 、場 所 語 句 を文 頭 に置 き、 存 在 す
る事 物 を表 す 名 詞 は述 語 動 詞 の 後 に置 く0)で あ る。 存 在 文 の 伝 達 機 能 は主 に外 界 の 環
境 とか 人 の 身 な りや 有 様 な ど を描 写 す る こ とで あ る。(中 略)ほ とん どの場 合 、 動 詞
の 後 に は アス ペ ク ト助 詞 の`1着 一『が つ く。 述語 動 詞 が"着 一'を伴 う と、 人 ・事 物 が ど
の よ う な姿 態 や 有 様 で存 在 して い る の か 、 どの よ うな方 式 で 存 在 す る に至 った の か を
表 す 。
「存 在 文 」 は、 説 明 的、 描 写 的 性 格 を もつ とい う点 で 、 「他 レテ イ ル」 と共 通 して い る。
また 、 「荏 在 文 」 に用 い られ る動 詞 につ い て 、 刻 ほか(1983)は 以下 の よ うに述 べ てい る。
存 在 文 に 用 い られ る動 詞 に は二 種 類 あ る。 一 つ は'`踵 一'(囲 む)"坐"(座 る)(中
略)等 、 人 体或 い は 物 体 の 動 作 や 変 化 を 表 す もの 。 も う一 つ は"放"(置 く)5桂 り
(か け る)(中 略)等 、 人 が物 体 を設 置 した り物 体 に何 らか の 処 置 を加 えた りす る動 作
を表 す もの で あ る 。
「人 が 物 体 を設 置 した り物 体 に 何 ら かの 処 置 を加 え た りす る動 作 を表 す 」 動 詞 は 、工 藤
(1995)の い う 「主 体 動 作 ・客 体 変 化 動 詞 」 の 中 の 「と りつ け動 詞 」Dに 一 致 す る。 工 藤
〔1995)は 、 「主 体動 作 ・客 体 変化 動 詞」 の 「他 レテ イ ル」 が 変 化 の 結 果 の 継 続 を表す と し
て い る の で 、 中 国 語 の 「存 在 文 」 との対 応 が 考 え られ る。
2-2.中 国 語 の 受 身文
対 ほ か(1983)は 、 中国 語 の受 身 文 は 、 受 身 を表 す マ ー カー が ない 「意 味 上 の受 動文 」
(意 又一ヒ的被 劫 句)よ2と 、マ ー カ ー のあ る もの の2種 類 に大 別 で きる と指 摘 して い る。
2-2-1.マ ー カ ー な しの 受 身 文一 「意 味上 の 受 動文 」
対 ほ か(1983)は 、(12)の 例 を挙 げ 、 「意 味 上 の 受 動 文 」 につ い て 以 下 の よ うに述 べ て
い るc
結 果継 続表現 の 日中対照研 究
動 作 の 受 け手 が 動 作 の 影 響 を受 け た こ と を表 す の に 、 中 国 語 で は多 く意 味 上 の 受 動
文 を用 い 、 受 け手 を主語 の 位 置 に置 き、 述 語 をそ の 後 に置 く。 動 作 の 仕 手 が 文 巾 に現
れ る場 合 は受 け手 の 後 に 置 か れ る。
(12)房 側 打 拍干 浄 了.(部 屋 は きれ い に掃 除 した 。)(刻 ほ か1983:479)
(中 略)述 語 は 他動 詞 で 、 普 通 は 単 一 のハ ダカ の動 詞 で は な く、 状 語 、 補 語131、 ア
スペ ク ト助 詞16了"を 伴 う こ とが 多い 。
杉 村(1991〉 も、 「意 味 上 の受 動 文 」 の 述 部 に は、 受 け 手 の 状 態 あ るい は状 況 的 変 化 を
示 す 成 分 が 含 まれ て い な け れ ば な らな い と指 摘 して い る。(12)に は 文 末 に完 成 の ア スペ
ク ト助 詞 「了」 が 添 え られて い る。
2-2-2.マ ー カー が あ る受身 文一 「被 構 文 」
対 ほ か(1983)は 、述 語 動 詞 の前 に受 身 の マ ー カ ー で あ る介 詞 且1:「被1が 用 い られ る文
を 「被 構 文 」(被 字 句)と 呼 び 二51、「被 構 文 」 は主 語 か らみ て不 愉 快 或 い は被 害 的 な 事 柄
を表 す の に用 い られ る の が ほ とん どで あ る 、 と指 摘 してい る1%
また 、 「被 構 文」 の 述 語 につ い て は 、 対 ほ か(1983)は 動 詞 の 後 ろ に結 果 を表 す 成 分 が
必 要 で あ る と指 摘 して い る。
(13)王 宝 被 地 主 打エ ー 頓.(王 宝 は 地主 に ひ と し き り叩 か れ た 。)(文IIほか1983:480)
(13)は 動 詞 「打.1(叩 く〉 の 後 に完 成 を表 す ア スペ ク ト助 詞 「了 」 が 添 え られ て い る。
以 上 が 中 国 語 の 受 身 文 に閾 す る苅 ほ か(1983)の 指 摘 の概 要 で あ る 、 受 け手 が 動 作 ・作
用 を受 け た結 果 ど うな っ たか を必 ず 示 さな け れ ば 成立 しな い とい う点 が興 味深 い。 受 け手
を主 語 にす る こ とに よっ て受 け 手 を主題 化 し、 変 化 の結 果 を前 面 化 す る 結 果 の継 続 を 表す
「他 レテ イ ル」(工 藤1990)と の 共 通 点 が こ こ にあ る と考 え られ るた め で あ る。
3.日 本語の小説における 「他動詞の受身十テイル」の例文に対応する中国語の表現
本章では、「他 レテイル.1の3つ の用法に対応する中国語の表現 について、日本語の小
説の中から例文を収集 し、中国語の対訳と対照し、中国語の存在文及び受身文との対応性
の有無 という観点から考察する1ア1。例文の後の[]は 出典となった小説名の略称であ
る。小説名は 【例文資料】に記 し、その後に[]で 略称を示 した。翻訳上の揺れを防ぐ
ために、2種 類の中国語の訳文のある小説を中心に調査した。
3-1.「 眼前 の状 態の 客 観 的描 写 」 の 「他 動 詞 の 受 身 十 テ イル 」
(14〉 こ の 入 の うち の 納 屋 の土 間 に は 、 ね じぼ し大 根 や 切 干 大 根 が ど っ さ り吊 る さ
れ てい る。[黒1
(14)'在 逮 些 人 的 家 里,緒 藏 室 的 土 同 都堕 好 些 干 夢 卜和 干 夢 卜片.[黒 】
(15)下 の 余 白 に は、共 同 便 所 の 中 にあ る よ う な狸 褻 な ら く書 きが され て い た 。/蟹]
(15)'底 下 的 空 白慮,限 公 共 毛 面 一 般 幽 董 摂 褻 的 字 句 。[蟹 ① 】
(15)"f尉 吾下 辺 的 室 白地 方,眼 公 共 厨 所 的塙 壁 一 祥,塵 蔑エ 狼 褻 的 字 句.[蟹 ②]
(16)聖 域 に入 る入 ロの 両 わ きに は、 精 密 な レ リー フが 施 され て い た。[世 上]
(16〉'呈 域 人 口的 丙 労,笹 宜精 致 的 浮 周佳。[世 ① 】
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(14ア ー(16)'は 「あ る場 所 に 何 か が 存 在 す る」 と い う こ と を表 し て お り、 い ず れ も
「存 在 文 」 と して訳 され て い る。(14)'(15〉'は 動 詞 の 後 に継 続 を表 す 「着 」、(15)"に は
「た く さん 」 とい う意 味 を表 す 「満 了」 が 用 い られ て い る。(16)'は 動 詞 後 に 「有 」 が 使






げ て そ の 結 朱 が 継 続 し てい る、1こ と を示 して い る。(17〉'は 、 「房 呵.1(部 屋)が 「牧 拾 」
(整 頓 す る)の 結 果 、 「整 整 芥 済 」(清 潔)に な っ た こ と、 ま た、(18)'は 、 「耳 柴 里」(耳
の 中)が 「詮 」(塗 る)の 結 果 、 「朱 虹 色 」(朱 色)に な っ た こ と を表 して い る 。
この よ う に 、 「眼 前 の 状 態 の 客 観 的描 写 」 の 「他 レテ イ ル」 は、 「あ る場 所 に何 か が 存 在
す る」 こ と を表 す 場 合 は 「存 在 文 」 に、 「動 作 ・作 用 の 受 け手 で あ る 主 語 の 変 化 の 結 果 の
継 続 」 を表 す 場 合 は 「意味 上 の 受 動 文 」 に対 応 す る。
部屋の中はすっかり綺麗に整頓 されていた,[世 下]
房同劇f盤 整整斉斉.[世 ① 】
狐は巻物 を口に くわえ、鋭 く立てた耳の中も朱に塗 られている。[金]
石狐嚇里明着紫菜巻坂団,竪 起尖鋭的耳朶,耳 朶里也塗上ヱ朱紅色.[岡]
は 「意味上の受動文」である。「主語の位置 にあるものが、ある変化をと
3-2.「 人 の非 意 図 的 結 果及 び外 的作 用 の 結 果 」 の 「他 動 詞 の受 身 十 テ イ ル 」
(19)よ ご れ た霧 の よう な もの で 、 視 界 が ふ さが れ て い た 。[砂]
(19)'視 銭 被 一居 航 粧 的 雰 似 的 京 西蜘 。[砂 ② 】
(2ω 川 崎 船 は半 分水 船 にな った ま ま、カ ムサ ッ カの 岸 に打 ち上 げ られて い た 、[蟹]
(20)'川 崎 船 灌 避 了半 船 水,遡 虫到 堪察 加 岸上.[蟹 ②]
(19)'(20〉'は 「被 構 文 」 で あ る。 話 し手 自 身 の 意志 にか か わ らず 、 受 け入 れ ざる を得
ない 内 容 を表 して い る の で 、 不 如 意 な状 況 を表 す 「被 構 文 」 と対 応 す る の だ と考 え られ
る 。
(21〉 夜 毎 の モ ッ コ搬 び で 、 穴 と穴 との あ い だ に 、 ま っす ぐ一 本 溝 が 刻 まれ てい た。
[砂]
(21)1由 干 毎 天 夜 晩 搬 這 番 箕 、 砂坑 与砂 坑 之1司藍 一道 筆 宜 的淘,[砂 ① 】
(21)"毎 天 晩 上 搬 大 阿 盆 、 洞 穴 之 同.毅 首一条 条 筆 宜 的 淘.[砂 ②1
(22)海 か ら打 ちあ げ られ た もの は どん な もの で も不 思 議 に浄 化 され て い る ん だ 。
[世下]
(22)'奇 怪 的 是,大 凡 被 海 水 打 上来 的家 西 全 都 王ヨ蟄.[世 ① 】
(21)'〔21)"は 「存 在 文 」 で あ る。 穴 と穴 の 間 に溝 が 存 在 して い る と い う眼 前 の状 況 を
描 写 す る た め に 、 「存 在 文 」 の 形 式 を と っ て い る と考 え られ る。(22)・ で は、 「浄 化 さ れ
る」 とい う過 程 は 無 視 して 、 「干 干 浄 浄 」(清 潔 で あ る)と い う形 容 詞 に よ って 、 きれ い に
な っ て い る とい う結 果 の み を表 現 して い る。(21)'一(22〉'は 、 い ず れ も眼 前 の 状 況 に対
して 話 し手 が 主 観 を交 えず に客 観 的 な描 写 を して い る。(19)・(20)・ と異 な り、話 し手 に
とっ て不 如 意 な 結 果 で はな い た め 、 中 国語 の 「被 構 文 」 とは対 応 しない の で あ ろ う。
こ の よ うに ・ 「人の 非 意 図的 結 果 や 外 的 作 用 に よる 結 果 」 の 「他 レテ イル」 につ いて は、
話 し手 に とっ て 不 如 意 な結 果 が生 じる場 合 は 「被 構 文 」 と対 応 す る とい え る。
結果継続表現の日中対照研究
3-3.「 視 点 者 に と っ て否 定 的 な 意 味 」 の 「他 動詞 の 受 身 十 テ イ ル 」
(23)荷 車 の荷 縄 が 解 け て荷 物 が 抜 きと られ て い た 。[黒]
(23〉'板 布 上 掴 奈 西 的蝿 子 已 被 解7千,京 西 已越塗 走.[黒]
(24)日 本 で 八 匹[]と い う よ う な珍 種 まで 、 ほ と ん どあ さ りつ くさ れ て し ま っ て い
た。[砂]
(24)'就 達 在 日本 仮 仮 笈 現 了八 只 的稀 有 品 秤 都 几 乎進 捕星 了.[砂 ①]
(23)'(24)'は 「被 構 文」 で あ る 。(23)'は 話 し手 が 損 害 を被 った と い う否 定 的 な意 味
で あ り、(24)'は 珍 種 が あ さ りつ く され て い る とい う、 話 し手 も含 め た 人 類 に と っ て の
損 失 とい う否 定 的 な意 味 を意 味 して い る。 したが って 、 中 国 語 で も、不 如 意 な意 味 を表 す
「被 構 文 」 と対 応 す るの で あ る 。
(25)ず た ず た に裂 か れ た ソ フ ァ ー ・ベ ッ ドの 上 に は ロ ッ カ ー の 中 に入 っ て い た博
士 と彼 女 の着 替 え用 の 洋 服 が ば らまか れ て い た。[世 上]
(25)'被 割 得 七 零 八 落的 沙 麦 床 上 雄 博士 和 女 郎 原 本 装 在 拒 里 的 笛 用西 服.[世 ①]
(25γP衡 得 破破 燗 燗 的沙 装上 虹 満 床 衣 樹 裡 翻 出 來 的 博 士 和 地 換 穿用 的洋 装 。[世⑦1
(25)・(25ア は 「存 在 文 」 で あ る 。 「洋 服 が ば ら まか れ て 、 そ の ま まそ こ に存 在 して い
る」 とい う内容 を 表 して い る た め、 「存 在 文 」 に訳 され て い る と考 え られ る。
(25)'(25)"の よ う な例 は あ るが 、 「視 点 者 に と っ て 否 定 的 な意 昧 」 を表 す 「他 レ テ イ
ル」 は 、基 本 的 に不 本 意 な感 情 的 色 彩 を もつ 、「被 構 文 」 に対 応 す る と考 え られ る 。
以 上 、 「他 レテ イ ル」 の3つ の用 法 と中 国 語 との対 応 関 係 は 【表2】 の よ うに な る。
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3-4.中 国語 母 語 話 者 の 学 習 上 の 問 題 点
以上 の対 応 を踏 ま え て 、 日本 語 を学 ぶ 中国 語 母 語 話 者 の 問 題 点 につ い て検 討 す る。
まず 、 中 国 語 母 語 話 者 が 中 国語 の 「存 在 文 」 を 日本 語 に訳 す 際 に、 「他 レテ イ ル 」 よ り
も 「他 テ ア ル」 を使 用 す る可 能 性 が 高 い こ とが 考 え られ る。 日本 語 の 教 科 書 の 中 国 語 版
に 、 学習 項 目に取 り上 げ られ てい る 「他 テ ア ル」 の訳 と して、 「存 在文 」 が 示 され て い る た
め ユε・、 「他 レテ イル 」 よ りも 「他 テ ア ル」 が定 着 しや す い と考 え られ る か らで あ る 。
次 に 、 中 国 語 母 語 話 者 が中 国語 の 受 身 文 を 日本 語 に訳 す 際 に は 、 「サ レル.1と い う形 は
出 や す い が 、結 果 の継 続 を表 す 「サ レテ イ ル」 には 訳 され に くい こ とが 予 想 さ れ る。 継 続
を表 す 「着」 を伴 う こ との 多い 「存 在 文 」 と は異 な り、 中 国 語 の受 身文 に は結 果 の 継 続 を
表す 明確 なマ ー カ ーが な い こ と に よ る もので ある 。 また 、 完 成 を表 す 「了 」 を伴 う こ とが
多 い た め、 「サ レテ イ ル」 とす べ き と ころ を、 「サ レ タ」 と誤 訳 す る可 能 性 が あ る。
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4.「他動詞の受身十テイル」の中国語母語話者による使用状況に関する調査
4-1.調 査 の 内 容 と対 象 者
3一工～3-3の 「他 レテ イ ル 」 の 中 国 語 との対 照 結 果 と、3-4の 中 国語 母語 話者 の 学 習 上
の問 題 点 を踏 ま え て 、 中国 語 母 語 話 者 の 「他 レテ イ ル」 の 使 用状 況 に関す る ア ン ケ ー ト調
査 を実 施 した。 中 国語 母 語 話 者 が 、 中国 語 の 文 を訳 す 際 に 、 結 果 の 継続 を表 す 「他 レテ イ
ル.1を どの 程 度 使 用 す るか を調 べ るの が 主 な 目的 で あ る 。
調 査 対 象 は、 日本 語 能 力 試 験1級 合 格 者 で、 来 日 して半 年 以 上 の 、 日本 語 学 習 歴3年
～10年 の大 学 院 生50名 で あ る・ 被 訓 査 者 は 、 いず れ も新 聞 や論 説 文等 で 、 「他 レテ イル」
に接 して い る可 能II生が 高 い と思 われ る。
調 査 内 容 は 、 中 国語 の文 中 の 「他 レテ イル 」 に該 当 す る 部 分 を 日本 語 に訳 させ る とい う
もの で あ る 。 調 査 は 基 本的 に対 面 式 で 行 っ た が 、 一 部 はEメ ー ル を使 用 して の 調 査 も実
施 した 。 個 別 の 対 面 調 査 の 際 に は、 調 査 後 に フ ォロ ー ア ップ イ ン タ ビュ ー を行 った 。 設 問
に は、 受 身 の マ ー カ ーが あ る 「被 構 文 」 は、 受 身 の形 で 訳 出 され る可 能性 が 高 いた め に扱
わず 、 受 身 の 形 が 出 に くい と思 われ る 「存 在 文 」 と 「意 味 上 の 受 動 文.1を 用 い た。 全 部 で
8問 調 査 した が 、本 稿 で は 、 「眼 前 の状 態 の 客 観 的 描 写 」 の 中 の 「あ る場 所 に物 が 存 在 す
る場 合 」 の 「存 在 文 」 で、 異 な る アス ペ ク ト助 訓 が 使 わ れ て い る設 問 を2問 、 「視 点 者 に
と って 否 定 的 な 意 味1の 「存 在 文.1を1問 、 「意 味 上 の 受 動 文 」 を1問 の 、 計4問 の 結 果
を取 り上 げ て 分 析 す る。
4-2.調 査 の 結 果 と分 析
以 下 に調 査 の 設 問191と そ の 分析 結 果 を記 す 。
課 題 と して 、 中 国語 の下 線 部 分 を 日本 語 に訳 す よ う に指 示 した。 調 査 結 果 を 【表3】 ～
【表 司 に ま とめ た 。 解 答 は 、 「レテ イ ル」 に該 当 す る 部 分 に どの よ う な補 助 動 詞 が 使 用 さ
れ て い るか に よ って 分 類 した。 解 答 の 中 に は、 中 国 語 の 漢 字 を使 う等 の 誤 りが あ っ た が 、
こ こで は 、 そ れ ら も含 めて 、 表 中 の 解 答 は 全 て ひ らが な で表 記 した 。
4-2-1.「 ある場所に物が存在する場合」の 「存在文」
【設問1】 我去釆訪了学生自系的那所小学校.自 系的学生的巣子上罎 鮮花。
※援…置く、並べる、飾る20
私は生徒が自殺 した小学校 に取材に行った・自殺 した生徒の机の上には花が
D
【設 問7】 昨 天 我 杁 地 下道 穿 這,地 下 道 的塙 上 蟹 【各 稗 各 樺 的海 振.※ 貼 …張 る
私 は 昨 日地 下 道 を通 った 。 地 下 道 の壁 に は様 々 な ポ ス ターが 。
い ず れ も 「存 在 文 」 で 、 「具 体的 な物 の存 在 」 を描 写 して い る。 「ふ と 目に入 った 」 とい
う 、「他 レテ イ ル」 が 使 用 され や す い状 況 設 定 に な っ て い る。 【設 問1】 で は 「飾 られ て い
た」 あ る い は 「飾 って あっ た 」、【設 問71で は 「張 られ て い た 」 あ るい は 「張 っ て あ っ た」
とい う解 答 が 想 定 され る もの で あ る2%
【表3】 【表4】 に示 す通 り、 【設 問1】 【設 問7】 で は類 似 の 結 果 が 得 られ た。 最 も 多か っ
た のが 「他 テ ア ル」 を使用 して の 解 答 で あ り、 【設 問1】 で は29名 、 【設 問7】 で は28名
置'
結果　 現の日し囲
で あ った 。 「あ る場 所 に物 が 存 在 す る場 合 」 の 「存 在 文 」 に対 応 す る の が 「他 テ ア ル」 だ
と認識 す る 者 が 多 い こ とが わか る。 【設 問11は 動 詞 の 後 に継 続 を表 す 「着 」、 【設 問7】 は
「た く さん あ る」 とい う意 味 を表 す 「満 了 」 を用 い て い るが 、 結 果 に 大 差 は な か っ た 、対
ほ か(1983)が 「存 在文 」 にお け る動 詞 の 後 の 「了 」 は 「着 」 に 置 き換 え 可 能 と指 摘 した
通 り、 中 国 語 母 語 話 者 は 両者 を同 じ内 容 と して と らえ て い る こ とが わ か る 。
「他 レテ イ ル」 を使 用 した者 は 、 【設 問1】 【設 問71と も に9名 で 、 「他 テ ア ル」 の 約3
分 の1に す ぎなか った。 「他 レテ イ ル」 を 使用 した者 に 、 ど こで そ れ を 学 ん だの か を尋 ね
た と ころ 、 「日本 に 来 て か ら自然 に覚 え た」(吉 林 省20代 女 性)、 「日本 の 新 聞 や 本 で よ く
見 か け て使 う よ うに な っ た」(北 京 市30代 男 性)と い う 回答 が あ り、 来 日後 に 自 然 習 得 し
た可 能 性 が 考 え られ る・ また 、 「他 レテ イ ル,1の 使 用 者 は 、 日本 滞 在期 間 が2年6カ 月以
上 の者 、 また は 、 日本語 を専 門 とす る者 が 多 か っ た。
「他 レテ イ ル」 と ほ ぽ 同 様 の 意 味 を 表 す 、 「他 動 詞 の 受 身+テ ア ル 」(以 下 、 「他 レ テ ア
ル」)を 使 用 す る者 も、 【設 問11で3名 、 【設 問71で2名 い た。 解 答 数 が 少 な い た め 、本
調 査 の 結 果 の み か ら ど こで この 表 現 を学 ん だ の か 限 定 す る の は 難 しい が 、 「何 か で見 た」
(陳西 省20代 女 性)と い う言葉 か ら、 日本 語 の 文 献 等 で 見 か けて 使 用 す る よ うに な っ たの
で は な いか と考 え られ る。
誤 答 の 中 で は 、 「他 動 訓+テ イ ル」(以 下 、 「他 テ イ ル」)を 用 い た者 が 、 【設 問1】 で は7
名 、 【設 問7】 で は10名 い た。 こ れ は 、結 果 の 継 続 を表 す 補 助 動 詞 が 「テ イ ル」 で あ る こ
とは わか っ て い て も、他 動 詞 と組 み 合 わ せ る場 合 は 「他 テ ア ル」 か 「他 レテ イ ル」 とな る
こ とが 理 解 で きてい なか った た め で は な い か と,慰わ れ る。 「飾 る」 「張 る」 を 自動 詞 と して
考 え、 「自テ イ ル」 の形 に しよ う と した と も考 え られ る。




正 誤 ＼ 一』
＼ 』.
使用 表現 解 答 人数 %
他 テアル か ざってある/お いてある〆 ならべてある 29 58
他 レテ イ ル か ざられている■おかれてい る 9 18止 答
il142名
他 レテ ア ル お かれてある 3 6
自テ イル な ら ん で い る 112




詐8名 他 レル ならべ られる 一1.2
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他 テ ア ル:は っ て あ る 2856
他 レテ イ ルiは ら れ て い る 918
他 レテアル はられてある 24
他テ イル
他 ル




4-2-2.「 視 点 者 に とって 否 定 的 な意 味 」 の 「存 在 文 」
【設 問6】 岐,路 上 坦 養 根 多 空罐 此 、 ※ 拐 …捨 て る 、投 げ る
おや 、道 に空 き缶 が た く さん 。
これ も 「存 在 文 」 で はあ るが 、 ふ と気 づ い た とい う状 況 を表 して お り、 視 点 者 に と って
否 定 的 な 意 味 を示 す とい う こ とで、 「捨 て られ てい る」 とい う解 答 が 想 定 され る もの で あ
るD
最 も多 か っ た 解 答 は 「他 レテ イル」 を用 い た もの で 、32名 い た。 【設 問1】 【設 問7】 と
同 様 「存 在 文 」 で は あ るが 、 【設 問61で 「他 テ ア ル 」 を用 い た もの は3名 に過 ぎな か っ
た 。 こ れ は、 「拐 」(捨 て る)と い う語 彙 の 意 味 に 影 響 さ 札て い る と考 え られ る。 「『捨 て
て あ る玉 と言 う とわ ざ とそ う して い る よ うで お か しい」(渚 陽市20代 男 ・1生)とい う回 答 が
あ り、 「存 在 文 」 とい う文 型 か ら単 純 に 「他 テ ア ル」 とい う訳 を導 き出 した わ け で は な く、
動 詞 の 意 味 か ら判 断 してい る こ とが わ か る。 ま た 、 「い つ も 「捨 て ら れ て い る 』 とい うの
を見 か け る。」(吉 林 省30代 女 性)と い うよ うに 、意 図 的 に 「他 レテ イル」 と 「他 テ ア ル」
を使 い 分 け る とい う よ り も、 「捨 て られ て い る」 とい う表現 を 自然 習 得 した ケ ー ス もあ る
の で は な い か と考 え られ る。






使川表現 解 答 人数 %
他テアル すててある 3 6
他 レテ イ ル すて られている/ほ うられてい る/ち らされている 32 Gl正 答
計45名
他 レテ ア ル すて られてある 5 1〔)
自 テ イル ち らば って い る ■ ち らか っ て い る 5 10
他 テ イ ル なげている/お いている 2 4、lll答
計5名 他 レル すて られる 3 6
粘果 継続表現 の 目中対照研究
4-2-3.「 意味上の受動文」
【設問2】 明天我要搬家。今天我去看房同的吋候,那 介房1可已経鉦置 【.
※打拍…掃除する、片付ける 干浄…きれいな、清潔な
私 は明 日引越 しをす る。今 日部屋 を見 に行 った時、 その部屋 は も う
o
これ は 「意 味 上 の受 動 文 」 で あ る。 想 定 さ れ る解 答 は、 「きれ い に掃 除 され て い た」 「き
れ い に掃 除 して あ った」 な どで あ る。 掃 除 を した 人問 が 誰 か 限 定 で きず 、 また、 部 屋 の様
子 をふ と見 た時 の状 況 を と らえ た もの な の で 、 「他 レテ イ ル」 を使 用 す る の が よ り適 切 な
場 面 と して考 え る。
【表6】 に示 す 通 り、 「他 レ テ イ ル.1を 使 用 した 解 答 者 が15名 と 、最 も多 か っ た 。 ま た 、
他動 詞 の受 身形 の 過 去 形 、「他 レ タ」 を使 用 して い る者 も8名 お り、 「他 レテ イ ル」 使 用 者
も含 め、 計23名 が 受 身 文 と して訳 して い る こ とが わ か る・
しか し、 【設 問2】 に お いて は 「テ イ ル」 の 欠 落 が 多 く、「テ イ ル」 で は な く 「掃 除 した 」
「きれ い に なっ左 」 な ど と、 「タ」 を用 い た者 が18名 認・もい た 。 「丁」 を過 去 を表 す 「タ」
だ と思 っ てい る者 が 多 い こ とが わ か る 。
【表6】 【設 問21の 解 答 被調査者 総数50名
■、
＼ 摘要
正誤＼＼＼ 使用表現 解 答 人数 %
他テアル きれい にそ うじ してある 11 22
了F答
計28名
他 レテイル1き れい にそ う じされてい る 15 30
自テ イ ル きれ い にな っ て い る 2 4
他テ イル
1
きれい にかたづけている 2 4
他テ オク そ うじしてお く 2 4





他 タ きれいにそ うじした■ かたづ けを した/き れい にした71 14
自 タ そ うじして きれい になった/き れいになった3 10
4-3.結 論 と今 後 の課 題
以上 の 分析 結 果 を ま とめ る と以 下 の よ う に な る。
L上 級 レベ ル の 学 習 者 で も 「他 レテ イ ル」 を使 用 す る者 は 少 な く、今 回 実 施 した8問
の 調 査 全 て に お い て 「他 レテ イ ル」 を全 く使 用 しな い 者 が5名 い た.長 期 の学 習 期
問 を経 ない と 「他 レテイ ル」 を使用 す る の は 難 しい とい え よ う。
2.「 存 在 文 」 は 、 「他 テ アル」 に訳 され る こ とが 多 い。 た だ し、 「視 点 者 に と って 否 定 的
な 意 味」 を表 す場 合 には 、 「他 レテ イ ル」 が 使 用 され る こ とが 多 い 。
3.上 級 レベ ル の 学 習 者 で も、 結 果 の 継 続 を表 す 他 動 詞 と補 助 動 詞 の 正 しい 結 び つ き
(「他 テ ア ル」 また は 「他 レテ イ ル」)が 判 断 で きな い 者 が 少 な くない 。 自動 詞 と他動
詞 を混 同 して い る 可 能性 もあ る。
4.「 意 味 上 の 受動 文 」 は、 日本 語 に訳 す 際 に も受 身 の形 で 表 現 しよ う とす る 者 が 多 い 。
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た だ し、 完 成 の アス ペ ク ト助 詞 「了 」 が あ る場 合 は、 結 果 の継 続 を表 す 「テ イ ル」
が 欠落 し、 「タ」 と訳 す傾 向 が あ る。
3-4の 中 国語 母 語 話 者の 学 習 上 の 問 題 点 で指 摘 した 結 果 が2と4に 表 れ て い る ・ また ・
全 体 と して 、 上 級 レベ ルの学 習 者 に お い て も 「他 レテ イルjの 使 用率 は高 くな い とい う こ
とが わ か っ た。 従 っ て、 「他 レテ イル 」 を文 法項 目 と して取 り上 げ る必 要 が あ る と考 え る。
本 稿 で は 、中 国語 母 語話 者 の 大学 院 生 を対 象 と して 結 果 の 継 続 を表 す 「他 レテ イ ル」 の
使 用 状 況 を調 査 したが 、 今 後 も上 級 日本 語 学 習 者 を対 象 に 同様 の調 査 を実 施 して 、 「他 レ
テ イ ル」 の 使 用 状 況 を把握 して い きた い 。 ま た 、 日本 語 の 中級 教 科書 に お け る 「他 レテ イ
ル」 の取1)上 げ られ方 を調 査 ・分 析 し、 「他 レテ イ ル」 の具 体 的 な指 導 方 法 につ い て考 え
て み た い と思 う。
【注 】
1)「 テ イル 」 の この 用 法 は 「動 作 ・作 月1の結 果 の状 態 」 な ど と も呼 ば れ る が(古 川1973)、 本 偏 で
は 「テ イ ル 」 を継 紐 相、 「ス ル」 を完 成 相 とす る奥[H(1977)、 工 藤ll995〕 らに 従 い 、「結 果 の
純寄売」 と ㌧・う耳1計牙を 月1㌧・るc
21許 〔199の は 、台 湾 人 を対 象 に 「テ イ ル」の 冒 得 に閏 す る 研 究 を行 い 、「テ イ ル」の8種 の 用 法 の 中 で ・
「粘 朱の 状 態 」(本 稿 でい う 「結 果 の 継 続」 に相 当1は3番 日 に習 得 が 困 難 で あ る と述 べ て い る。
3)「 他 レテ イ ル」 と ほ ぽ 同 じ意 味 を表 す 「父 の写 真 が飾 ら れ て あ る..1の よ うな 「他 動 詞 の 受 身+テ
ア ル」 とい う表現 が ある が 、 こ れは 、 小 説等 に は 出現 す る が 、今 日で はあ ま り使 用 され て い な い
古 い 表現 で あ る とい う指 摘 が 多 い こ とか ら(野 付1969、 森 田2002〕 、木 研 究 で は扱 わ な いp
の 本 稿 に取 り上 げ た 例 文中 σ)下線 は筆 者 が 記 した もの で あ る 。
5)例 文 中 に 示 した*は 非文 を示 すe
6).L藤119911は 「タ イに流 れ 出 た難 民 は カ ンボ ジ ア との 「rl境に近 い 森朴 の 中 に集 め られ て い た 」
とい う 例 文 を挙 げ 、 「他 レテ イ ル」 の 文 は 人が 童 語 にな る が 、 「他 テ ア ル」 の 文 は人 が 主 語 にな ら
な い と い う。 だ が こ の場 合 、虹 民 は 政 府 の 指 示 で 森 林 に 集 まっ て い るの で あ り、 自己 の 意志 とは
無 閃 係 に そ の 状 況 に 置 かれ て い る 。 よっ て 通常 は 、 入 を主 語 とす る場 合 は 、 「自 テ イ ル」 の み が
使 用 さ れ る とい え る 。
7)寺 村(ユ95m50〕 は 、「自 テ イ ル」 「他 テ ア,レ」 「他 レテ イ ル.1の 使 用 の際 、 描 こ う とす る事 態 が 、
尋 常 な 状 態 か 異常 な状 態 か に つ い て 考 慮 す る必 要 が あ る と述 べ 、 「瞬問 勤 詞 の 一テ イル が.あ た
り まえ で な い事 態 の 発見 の 幸[1告に使 われ る こ とが 多い の に 対 し、 一 テ ア ル は 何 の 意 図 か 分 か
らな い が 人 が あ る 意 凶で した こ との 結 果 だ と見 られ る とい う意 味 で 、 尋 富 な状 態 につ い て 使
わ れ る の が ふ つ うだ とい う点 で あ る。」 とい う。 「あ た りま え で な い事 態 」 は 、話 し手(視,轄 者)
に と って 否 定 的 な意 凍 で あ る こ とが 多 い た め.本{ll毎 で は 、 金 水 ほ か(2α 〕① 説 に 従 って 、 「視,荘
者 に とっ て 否 定 的 な意味 」 と い う表 現 を用 い る。
81こ の ∫目語1よ工 藤 〔19911に よ る 。
9)こ の 外 に森 田120021は 「i臣毛 の 長 い 眼 は や た ら に大 き く、長 くり1いた 弓 形 のrl【iて[用まれ て い た。」
と い う例 を 挙 げ 、「他 レテ イル 」 に は 自然 状 態 を 衣す 用 法 が あ る と辻べ て い る・ た だ し、 この 用
法 は元 か らそ の よ う な1ノ、態 に あ っ た こ とを描 写 して いる の で あ り、 何 か の`、り作 に よ って あ る粘 果
が 生 じ、 そ の 結 果が 継壮 して い る こ とを 表す 「結 果 の継 続 」 の 「他 レテ イル」 とはII生質が 』、!なる
ため 、 木 稿 で は この 自然 状 態 を表 す 「他 レテ イ ル」 は研 究 の 対 象外 とす る。
10)本 稿 に お け る 中 「FI語の 文 法 用 訂1はλ11ほか 〔19$31に よる もの と し 、 その 邦IJlは 相原 監 訳(1991)
に 真1,づくもの とす る。 本 稿 で はlll国 、illの存 在文 「存 在旬 」 は 「存 在 文 」 と呼 ぶ0
111二r藤(1995)は,主1ト の動 作 が 客 体 に 変 化 をも た ら す動 詞 を 「主 体 動 作 ・客 体 変 化壁、り詞」 と呼 び 、
そ の う ちの 「客 体 の状 態 変 化 ・位 置変 化 を ひき お こ す動 詞 」 を 「と りつ け動 詞j等 に5分 煩 して
い る。 詳 組1は 工1藤(1995)R74、R75参 照 。
結果継続表現 の 日巾対照研究
12)本 稿 で は 巾 同 語 で マ ー カー の な い受 身文 「.邑1又と的 被 功 句」 を 「意 味 上 の 受動 文 」 と呼 ぶ 。 なお 、
「音 味 上 の 受 動 文」 を 受 身文 とは 見 な さ な い説 もあ るが1大 河 内1982)、 木 稿 で は、刈 ほ か(1983)
に従 い 、巾 国 語 の 受 身 文 は 「意 床上 の受 動 文」 と 「被 構 文 」 〔注15参 照)グ)2硅 類 で あ る とす る。
13)「 状 語 」 と は 日本 語 の 連 用 修飾 語 に 相 当 す る もの で あ り、 「補 語 」 と は動 詞 また は 形容 詞 の 後 に 置
か れ 、 主 に動 詞 また は 形容 詞 に 対 して補 足 説 明 を 行 う戊 分 で あ る。
M)「 介 詞 」 とは 英 語 の 前 置 詞 に相 当す る。
15)本 稿 で は 中 国 話 で マ ー カー の あ る受 身 文 「艘字 句 」 を 「披構 文 」 と呼 ぶ 。
16)大 河 内(1982)は 、「被 」 は 被 害 、 災害 の 「被」 で あ り 「被 る」 こ と に山 来 す る た め 、 好 ま し く
ない こ と、 話 し手 が 不 如 意 と 感 ず る こ とに使 わ れ る と述 べ て い る。 現 在 は この よ うな εr」限 は な く
な りつ つ あ る とい う指 摘 は あ る もの の(相 原199嚇 、 な お 「破 害 」 の 意 味 は 根 強 く生 きて い る 、
と い うσ)が先 行 研 究 にお け る 共 通認 識 で あ る 〔楊 ユ989、 杉村!991)。
17)日 本 語 の 小 説 は 、 中IFI語 訳が2種 預 あ る もの と.先 行 研 究 で 調査 対 象 と な っ て い る もの の 、 合計
9作 を調 査 対 象 と した 。 な お、 【例 文資 料1に は本 稿 で 例 文 を取 り上 げ た資 料 のみ を記 載 した 。
18)『 み ん なの 日木 語 初 級H翻 訳 ・文 法 解,見中岡 語 版 』P,30、1く 新 編 目悟 》Ru参 罵 。
19〉 設 問 は 、 日本 語 の 小 説 か ら収,渠 した 例文 の 中国 語 訳 に 培づ い て 、筆 者 が作 成 した もの で あ る。
20)※ で 記 した 中 円 語.iit語の 日本 語 訳 は 、実 際 の 設 問 中 には 記 さ れて い な いp
21)【 設 問1】 【設 問7】 で は 、「飾 ら れ.てい た」 「張 られ て い た 」 な ど と、過 去 形 を用 い る のが 止 しい が 、
実 際 の 解 答 には 、 「飾`)れ て い る.1「張 られ て い る」 な どの よ うに 、過 去 形 を用 い て い な い も のが
多 かっ た 。 た だ し、本 調 査で は どの よ う な補 助 動 詞 が 用 い ら れ るか を分 析 の ヱ 眼 と して い る ため 、
過 去 形 の 使 用 の 有 凪 は 分 析対 象 とせ ず 、「飾 られ てい る」 「張 ら れて い る」 も正 答扱 い に してい る 。、
ま た、 「飾 ら れて い ます 」 の よ うに 、丁 寧 伜 を用 い た 解 答 もあ っ た が 、 文 体 の統 一 に つ い て は分
析 対 象 とせ ず 、 丁 寧 体 を用 い た 解答 も、'll附#の解 答 と して 一 括 して扱 う。
22)【 表6】 の 「他 レ タ」 と 「他 タ」 と 「自 夕」 の 合 計 人 数 で あ る。
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